平成22年第４回奥多摩町議会定例会連合審査会会議録
1.　平成22年12月８日午前10時00分、第４回奥多摩町議会定例会連合審査会が奥多摩町議会議場に招集された。
2.　出席議員は次のとおりである。

　　　　第１番　師岡　伸公君　　第２番　酒井　正利君　　第３番　原島　伸行君

　　　　第４番　須崎　　眞君　　第５番　増田ひさ子君　　第６番　竹内　和男君

　　　　第７番　小澤　春義君　　第８番　鈴木　賢一君　　第９番　清水　典子君
第11番　師岡　　智君　   第12番　前田　悦男君    第13番　小林　　勤君
第14番　島崎　利雄君

3.　欠席議員は次のとおりである。
　　　　第10番　澤本　　章君　　
4.　会議事件は次のとおりである。

　　　　別紙本日の『議事日程表』のとおり

5.　職務のため出席した者は次のとおりである。

　　　　議会事務局長　大野　　尚君　　議会係長　浅見　隆久君

6.　地方自治法第121条の規定による出席説明員は、次のとおりである。
　　　　町　　　　　長　河村　文夫君　　副　 町 　長　村木　義雄君

　　　　教育長　栃元　　誠君　　企画財政課長　加藤　一美君

　　　　企画財政課主幹　清水　信行君　　総務課長　原島　　肇君

　　　　住民課長　浜野　武雄君　　福祉保健課長　若菜　伸一君
　　　　観光産業課長　加藤　博士君　　地域整備課長　宮田　昭治君
　　　　教育課長　井上　永一君　　会計管理者　清水　　明君
病院事務長　川村　文雄君

平成22年第４回奥多摩町議会定例会
連　合　審　査　会　議　事　日　程

平成22年12月８日（水）

午前10時00分開会・開議

	日程
	議案番号
	議　　　案　　　名
	結　　果

	１
	――
	議長開会・開議宣告
	――

	２
	――
	会期の決定について
	決　　定

	３
	議案第75号
	平成22年度奥多摩町一般会計補正予算（第２号）
	可決すべきもの

	４
	議案第76号
	平成22年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事特別会計補正予算（第２号）
	可決すべきもの

	５
	議案第77号
	平成22年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
	可決すべきもの

	６
	議案第78号
	平成22年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算

（第２号）
	可決すべきもの

	７
	議案第79号
	平成22年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算

（第１号）
	可決すべきもの

	８
	議案第80号
	平成22年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）
	可決すべきもの


（閉会　午後１時34分）
午前10時00分　開会・開議

○副議長（鈴木　賢一君）　皆さん、おはようございます。これより本日の連合審査会を開会、開議します。

　本日も澤本議長から欠席届が提出されておりますので、昨日に引き続き、私が議長の職務を執行させていただきます。

　本日の出席委員は13名です。直ちに会議を開きます。

　初めに、日程第２　会期の決定についてを議題とします。

　お諮りします。本審査会の会期については本日１日限りとしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（鈴木　賢一君）　ご異議なしと認めます。よって、本審査会の会期は本日１日限りとします。

本日の連合審査会は、お手元に配付してある日程表のとおり、12月７日の本会議第１日に付託された日程第３　議案第75号　平成22年度奥多摩町一般会計補正予算（第２号）及び日程第４　議案第76号　平成22年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第２号）、日程第５　議案第77号　平成22年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）、日程第６　議案第78号　平成22年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算（第２号）、日程第７　議案第79号　平成22年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第２号）、日程第８　議案第80号　平成22年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）、以上６件について常任委員会合同で審査を行います。

　審査を行う前に説明する各課長にお願いします。説明は、自席に着席したままで簡潔に行っていただくようお願いします。

　初めに、議案第75号について、各課長から順次所管の説明を求めます。企画財政課長。

○企画財政課長（加藤　一美君）　それでは、一般会計補正予算書の６ページをお開きください。歳入でございます。

　地方道路譲与税299万9,000円の減額は、道路特定財源の制度の廃止に伴うもので、今年度は最後の窓開きに措置していたものでございますけれども、今回の補正をもって廃目となります。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　土木費国庫補助金90万円の増につきましては、社会資本整備総合交付金の公営日向住宅地上波デジタル放送対応設備改修工事を予定しており、その補助金の計上でございます。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　都支出金では、民生費都負担金を49万2,000円増額するもので、行旅死亡人の増加により取扱い費の所要額を見込むものです。

次の民生費都補助金272万3,000円の増額は、社会福祉費補助金で164万4,000円を増額するもので、高齢社会対策包括補助事業補助金50万円の増額は、救急医療情報キット支給事業に要する費用の100万円の２分の１を、次の障害者施策推進包括補助事業補助金は、事業名を障害者就労サポート事業に変更するもので、額の変更はございません。

次の高次脳機能障害者支援促進事業補助金は、事業費の４分の３、114万4,000円をそれぞれ増額するもので、次の児童福祉費補助金は、子ども家庭支援包括補助事業補助金としてファミリー・サポート・センター事業の対象費用の４分の１、107万9,000円を増額するものです。

衛生費都補助金の保健衛生費補助金140万4,000円の増額は、新型インフルエンザワクチン接種助成費臨時補助金として、事業費の４分の３を見込むものです。

○観光産業課長（加藤　博士君）　７ページをお願いいたします。

　農業水産業費都補助金１万9,000円の増額でございますが、補助金額の確定によるものでございます。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　次に、土木費都補助金1,432万3,000円の減につきましては、市町村土木費補助金で、額の確定による減を見込んだもので、歳出につきましては29ページに計上しております。

○教育課長（井上　永一君）　次に、教育費都補助金でございますが、114万3,000円の増額につきましては、教育総務費補助金でスクールソーシャルワーカー活用事業補助金として、スクールカウンセラーの配置されていない氷川小学校へ、当初予算でご決定いただき、町の費用で臨床心理士を配置しておりますが、その費用が補助対象となり33万6,000円を、地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業補助金として、学校の安全対策に対する費用の一部が補助対象となり６万8,000円を、青少年対策費補助金では、当初予算の歳出で計上いたしました放課後子ども教室推進事業の委託料、備品購入費が補助対象となり73万9,000円を追加するものです。

○総務課長（原島　　肇君）　都委託金になります。総務費委託金は313万円を減額するもので、事業費の確定によるものです。

○教育課長（井上　永一君）　教育費委託金、教育総務費委託金の54万9,000円の減額につきましては、政府の行政刷新会議の事業仕分けにより理科支援員等配置事業委託金が減額となったものです。

○企画財政課長（加藤　一美君）　次の財産貸付収入29万2,000円の増額は、貸地料では携帯電話ＫＤＤＩのアンテナ基地局の新設と、貸家料では旧小河内小学校の撮影が当初の見込みより増えたことによるものでございます。

　次の８ページの不動産売払収入332万6,000円の増額は、栃久保町有地１件の売払収入で、これで８区画すべて完売となりました。

　次の介護保険特別会計繰入金30万4,000円の減額は、繰入金の減に伴うものでございます。

　次の財政調整基金繰入金5,200万円の増額は、財源調整に伴うものでございます。

　次の公共施設整備基金繰入金1,550万円の増額は、説明欄にあります工事を実施するため繰り入れるものでございます。

　次の観光施設等整備基金繰入金5,000万円の増額は、森林セラピーをより本格的に推進するため、（仮称）奥多摩地域振興財団を設立するための資金を出捐するものでございます。

　次の実費徴収金３万4,000円の増額は、説明欄に記載のとおりでございます。

　次の９ページをお開きください。雑入54万3,000円の増額は、説明欄に記載のとおりでございます。

　以上で歳入の説明を終わります。

○総務課長（原島　　肇君）　次の10ページから歳出に入りますが、その前に人件費について総括的説明をさせていただきます。

　補正予算書の38ページをお開きください。給与費明細書の特別職でございます。下段の比較の欄をご覧ください。

　長等の期末手当33万9,000円の減は、期末手当支給月数の引き下げによる減、共済費１万4,000円の減は、共済組合負担金の減となります。

　議員欄の期末手当74万4,000円の減は、期末手当支給月数の引き下げによる減となります。

　その他の欄の報酬39万3,000円の減は、参議院選挙の報酬減、表彰審査委員会報酬及び文化財保護審議会委員の報酬の増でございます。

　次ページをお願いいたします。一般職になります。

　上から３行目の比較の欄ですが、給与費の給料は86万1,000円の減、職員手当は455万3,000円の減、１つ飛ばしまして共済費は111万8,000円の減、合計で653万2,000円の減となります。給料、職員手当、共済費とも、給与改定に伴う減額でございます。職員手当の内訳につきましては、説明を省略させていただきます。

以上で給与費明細書の説明を終わります。

10ページにお戻りください。歳出でございます。

　議会費の議会事務局費は15万4,000円の減、議会運営費は74万4,000円の減、いずれも人件費でございます。

総務費に入ります。総務管理費の一般管理費は77万7,000円を増額するもので、人件費の調整で、次ページの退職手当負担金は水道局派遣職員２名分を派遣元で計上する必要が生じたものでございます。また、職員採用試験委託料を追加したものでございます。

次ページをお願いいたします。文書管理費は10万円を増額するもので、郵券代の増でございます。

○企画財政課長（加藤　一美君）　次の財政管理費128万2,000円の増額は、小金井・福生町有地の舗装工事等に伴うものでございます。

○総務課長（原島　　肇君）　出張所費の８万3,000円の減は、人件費でございます。

　12ページをお願いいたします。車両管理費は30万1,000円を増額するもので、燃料の使用料の増加分を見込んだものでございます。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　次に、交通安全対策費の交通安全施設等整備事業費200万円の増につきましては、日向人道橋設置工事の増でございまして、東京都建設局との調整によりまして安全についての仮設費を見込んだものでございます。

○総務課長（原島　　肇君）　税務総務費の15万1,000円の減、次ページ戸籍住民基本台帳費の13万2,000円の減、選挙管理委員会費の20万5,000円の減は、それぞれ人件費でございます。

　参議院議員選挙費の212万3,000円の減は、事業の終了に伴う不用額でございます。

　14ページをお願いいたします。下段、統計調査費の国勢調査費は５万7,000円を増額するもので、住宅地図を備品として購入するものです。

　15ページをお願いいたします。監査委員費の13万1,000円の減は、人件費でございます。

　以上で総務費を終わります。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　民生費でございます。

　社会福祉総務費は、10万4,000円を減額するもので、それぞれ人件費の所要額を見込むものです。

　16ページをお願いします。行旅死亡人取扱費は81万9,000円を増額するもので、５体分の葬祭委託料の所要額を見込むものです。

　社会福祉協議会補助事業費は69万5,000円を増額するもので、過年度補助金の額の確定に伴う返還額です。

　国民健康保険事業費は、4,966万1,000円を増額するもので、給与、職員手当、共済費は、それぞれ人件費の所要額の減を見込むもので、繰出金は国保会計事業勘定への繰出金の増でございます。内容につきましては、国保会計補正予算（第２号）の中でご説明をさせていただきます。

青年後見制度事業費３万1,000円の増は、過年度補助金の額の確定に伴う返還額です。

　17ページをお願いします。老人福祉費では、高齢者自立支援日常生活用具給付事業費の３万円の増額、次の高齢者自立支援住宅改修給付事業費の66万円の増額は、それぞれ過年度補助金の額の確定に伴う返還額です。

　シルバー人材センター補助事業費の33万4,000円は、シルバーワークプラザ建物の雨漏り修繕と外階段塗装の所要額を見込むものです。

　高齢者外出支援サービス事業費の２万6,000円の増額は、過年度補助金の額の確定に伴う返還額です。

　高齢者福祉地域支援事業費の100万円の増額は、救急医療情報キット支給事業の実施に伴い、需要費でキット購入費50万円、委託費で配付費用をそれぞれ見込むものでございます。

　高齢者火災安全システム事業費の32万2,000円の増額は、過年度補助金の額の確定に伴う返還額です。

介護保険特別会計繰出事業費の113万円の増額は、繰出金の増によるものです。

老人性白内障特殊眼鏡等費用助成事業費の２万5,000円の増額及び次の福祉モノレール等整備事業費の23万3,000円の増額は、いずれも過年度補助金の額の確定に伴う返還額です。

18ページをお願いします。心身障害者福祉費の１万3,000円の増額及び次の重度障害者見学事業費17万8,000円の増額も、過年度補助金の額の確定に伴う返還額です。

障害者自立支援事業費は、415万6,000円を増額するもので、旅費は職員調査旅費で７万5,000円を、需用費は消耗品で心の健康パンフレット等の購入、消耗品費用で18万2,000円を、委託費は障害者就労相談支援・高次脳機能障害相談員委託料を、障害者就労サポート相談員委託料に組み換えを行うものと、高次脳機能障害者支援相談員委託料57万6,000円を見込むもので、相談員の委託料の所要額でございます。

扶助費の補装具10万円の増額は、新規利用者１名分の所要額を見込むものです。自立訓練費は新規に159万1,000円を増額するもので、生活訓練施設への１名分の所要額を見込むものでございます。

償還金・利子及び割引料の163万2,000円の増額は、それぞれ過年度負担金及び補助金の額の確定に伴う返還額です。

19ページをお願いいたします。障害者自立支援医療事業費の10万8,000円の増額は、委託費で更生医療支払事務費委託料１名分の所要額を、償還金・利子及び割引料の10万7,000円は、過年度負担金の額の確定に伴う返還額です。

障害者地域生活支援事業費44万9,000円の増額は、委託料ではコミュニケーション支援事業委託料８万円の減、ガイドヘルパー事業委託料32万4,000円の増、償還金・利子及び割引料では、過年度国都補助金の額の確定に伴う返還額20万5,000円の増でございます。

次の児童福祉総務費は37万2,000円を減額するもので、職員の給与、手当等共済費の所要額の減によるものでございます。

20ページをお願いいたします。児童健全育成事業費では、放課後児童健全育成事業費41万4,000円の増額は、備品購入費で２カ所の学童保育施設にそれぞれ地上デジタル放送対応テレビを整備する費用20万円と、償還金・利子及び割引料の21万4,000円は過年度都補助金の額の確定に伴う返還額です。

子ども家庭支援センター事業費79万円の増額は、需用費で消耗品費は子育てサロン消耗品５万3,000円を、印刷製本費では封筒及びパンフレット印刷で58万円を、役務費では通信運搬費で車両登録諸費用６万円を、火災保険料等で新子ども家庭支援センターの建物共済保険料８万9,000円を、公課費で車両重量税8,000円をそれぞれ増額するものでございます。

次のファミリー・サポート・センター事業費16万9,000円の増額は、役務費で子育て相互援助活動補償保険料の所要額を見込むものでございます。

○住民課長（浜野　武雄君）　21ページをお開きください。国民年金総務費５万円の減は、人件費の所要額の調整によるものでございます。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　衛生費は、保健衛生総務費で55万4,000円の減額は、人件費の所要額をそれぞれ見込むものです。

　古里診療所事業費では、額の増減はございませんが、需用費で修繕10万5,000円の減を、備品購入費でレントゲン撮影用増感紙を10万5,000円の増を見込むものでございます。

保健福祉センター管理費の34万4,000円の増額は、役務費で電話料の増が９万5,000円、使用料で複写機使用料の増が15万円、工事請負費で保健センター地デジ設備改修工事費９万9,000円を増額するものでございます。

22ページをお願いいたします。予防費では、感染症予防対策事業費の187万3,000円の増額は、委託費で新型インフルエンザワクチン接種委託料４万7,000円、負担金・補助及び交付金で新型インフルエンザワクチン接種費用助成金182万6,000円をそれぞれ見込むものでございます。

結核予防対策事業費の47万1,000円の増額は、委託費で住民健診委託料の増を見込むものです。

骨粗しょう症予防対策事業費の10万円の増額は、健診委託料の増を見込むものです。

遠隔予防医療相談事業費の18万3,000円の増額は、備品購入費でパソコンデータのバックアップ用ハードディスクの購入を見込むものでございます。

○住民課長（浜野　武雄君）　23ページをお開きください。環境衛生総務費14万円の減は、人件費の所要額の調整でございます。

　清掃総務費６万3,000円の減は、人件費の所要額の調整のためのものでございます。

　塵芥処理費、ごみ処理事業費447万1,000円の増額は、修繕費で水処理施設第一調整槽のバッキブロア修繕ほかでございます。通信運搬費の汲取料増については、バッキブロアの汚泥の汲取料の増でございます。備品購入費のごみ収納庫増については、大沢地区に小型の収納庫が増えたためでございます。

　24ページ、し尿処理事業費440万1,000円の減は、秋川衛生組合分賦金の減でございます。

○観光産業課長（加藤　博士君）　次の農林水産業費の農業委員会費でございますが、９万8,000円の増額につきましては、人件費分でございます。

　次の国有農地管理費でございますが、補助金の確定に伴い１万5,000円を増額するもので、消耗品費を増額するものでございます。

　次の山村振興事業費でございますが、植材購入用として消耗品費とパンフレット印刷代として印刷製本費を合計で８万円増額するものでございます。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　25ページをお願いいたします。林業総務費の73万円の減につきましては、職員給与及び手当の調整によるものでございます。

○観光産業課長（加藤　博士君）　次の森林セラピー事業費の5,706万9,000円の増額でございますが、来年の財団設立を見込んだ補正をお願いするものです。需用費につきましては、事務所にかかわる光熱費の見込み額の減により67万1,000円を減額、役務費の17万3,000円と公課費の３万5,000円の増額につきましては、備品購入費にありますマイクロバスの購入にかかる経費をお願いするものです。

　備品購入費の735万5,000円の増額につきましては、来年４月以降の財団設立後の経営を勘案し、マイクロバスと会計ソフトの購入経費を、また登計トレイル管理用として原動機付自転車と星空観察用として天体望遠鏡を購入するものです。

　負担金・補助及び交付金の17万7,000円の増額につきましては、マイクロバス運転に必要な免許取得にかかる２人分の経費を計上するものでございます。

　投資及び出資金の5,000万円の増額につきましては、昨日の町議会初日の町長あいさつにもありましたように、来年設立を予定しております（仮称）奥多摩地域振興財団の運営の安定化を図るため、出捐金を計上したものでございます。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　次の林道治山費の都補助林道開設事業費につきましては、消耗品の減と委託料84万5,000円の減につきましては、額の確定によるもので、そのほかに工事請負費の中で伐採を見込むものを予算計上させていただきました。この予算につきましては、西川線林道の立木補償費の減を見込んでおります。

次のページをお開きください。治山事業費450万円の増につきましては、愛宕山頂付近の崩壊がありまして早急な対応が必要になったための計上でございます。

次の都営事業負担金34万1,000円の減につきましては、都施工梅沢寸庭線林道の立木補償の額の確定によるものでございます。

○観光産業課長（加藤　博士君）　次の水産業総務費の１万4,000円の増額でございます、人件費分でございます。

　次の観光総務費の75万2,000円の減額でございますが、人件費分でございます。

　次のページの観光施設維持管理費の196万9,000円の増額でございますが、需用費につきましては、トイレットペーパー等の消耗品購入と、日原にございますねねんぼうのウッドデッキの塗装修繕及び日原釣り場の擁壁ネットの修繕費を計上させていただくものでございます。

　役務費の4,000円の増額につきましては、川乗谷の細倉橋に設置していますバイオマストイレの保険料をお願いするものでございます。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　次に款08土木費でございます。

　土木総務費76万6,000円の減につきましては、職員の給与の調整と地籍調査の額の確定及び河川の境界確定の増によるものでございまして、次のページをお開きください。土木費の道路維持費387万円の増につきましては、町道排水の改良を見込んだものでございます。

次の都補助道路新設改良事業費4,013万1,000円の減につきましては、事業費の額の確定によるものでございます。

次のページの町単独道路新設改良事業費100万円の減につきましては、額の確定によるものでございます。

次の住宅管理費209万6,000円の増につきましては、11の需用費の200万円の修繕費の増の町営住宅の修繕を見込んだもので、そのほか工事請負費20万円の増につきましては、日向公営住宅の地上波デジタル放送設備改修工事費の追加工事を予定しております。

○企画財政課長（加藤　一美君）　次の31ページをお開きください。下水道事業特別会計繰出事業費991万8,000円の減額は、繰出金の減に伴うものでございます。

○総務課長（原島　　肇君）　款09消防費となります。

　消防費の常備消防費は788万6,000円を増額するもので、消防事務委託費負担金の増額です。消防事務委託費につきましては、地方交付税の規定に基づき、当該年度の基準財政需要額の常備消防費に相当する額を市町村で負担するものですが、平成22年度の消防費基準財政需要額が504億6,121万2,000円となり、各市町村の負担額が合計で455億3,244万8,000円となり、構成25市３町１村で割合によって分けたものでございます。

続きまして、非常備消防総務費は10万3,000円を減額するもので、人件費です。

消防施設費の国庫補助消防施設整備事業費は50万円を増額するもので、防火水槽の工事費の増となります。

防災費は９万4,000円を増額いたしますが、防災訓練実施時の消火器の詰め替え手数料の増となります。

○教育課長（井上　永一君）　32ページをお願いします。教育費となります。

項の１教育総務費です。事務局費でございますが、68万3,000円の減額につきましては人件費でございます。

教育指導費は財源組替でございます。

次の小学校費です。学校管理費の小学校管理費65万円の増額につきましては、修繕費として古里小学校の給食用エレベーターの巻上機及び主ロープの劣化、破損の修繕によるものです。

教育振興費の小学校教育振興費96万4,000円の増額につきましては、遠距離通学費の増となりますが、これは現在、４月から使用する定期券はその当該年度の予算で予算計上し、３月中に立替金を使用して購入、４月になってから伝票処理をして立替分を戻す処理をしておりますが、今後は、４月から使用するものにつきましては、前年度に通常の予算伝票の処理で購入し定期券を配付したいため、前倒しの予算措置をするものでございます。

33ページをお願いします。学校建設費の小学校建設事業費900万円の増額は、工事請負費として古里小学校のアスベスト除去工事費となります。

町では平成17年度に町立小中学校のアスベスト含有分析調査を実施し、当時、古里小学校浄化槽ブロア室から検出され、除去工事を実施して現在に至っておりましたが、平成18年度に関係法令の改正がなされ、アスベスト含有率の上限値が、それまでのその製材の重量の「１％を超えるもの」から「0.1％を超えるもの」に引き下げられ、また同時に、アスベストの種類も「３種類」から「６種類」に増え、国から再分析調査を要請する通知が出されました。今回、学校施設等における吹きつけアスベスト等の使用実態調査によるアスベスト等の対策状況フォローアップ調査の実施に伴い、平成22年度末を目途に使用実態調査を完了させるよう指示があり、その分析調査を実施いたしました。４校すべて実施したところでございますが、古里小学校、氷川中学校の２校から検出の報告が出されました。

古里小学校では、地下機械室の暖房用ボイラーの配管の断熱材から検出され、また、校舎内の階段の裏側の吹きつけ部分から0.5％が検出されました。階段部分につきましては、普段は固まっており、飛び出すことはないとの診断でございますが、早急に除去工事を施工したいため予算を計上させていただきました。

次に、項の３中学校費です。教育振興費は74万9,000円の増額となります。内訳でございますが、中学校教育振興費の70万6,000円の増額は、小学校教育振興費と同様に遠距離通学費の増が40万6,000円となります。また、氷川中学校で部活動の指導を外部指導員にお願いしておりますが、その時数の増加により30万円を計上させていただいております。

氷川中学校教育振興事業費の４万3,000円の増額につきましては、ピアノを設置している場所の湿度が高く、鍵盤が張り付き、使用に支障が出るということから、備品購入費として除湿機を購入するものでございます。

次の学校建設費の中学校建設事業費430万円の増額は、工事請負費となります。小学校建設事業費でもご説明いたしましたが、氷川中学校で検出されたアスベストの除去工事費用として300万円、古里中学校校舎外壁改修附帯工事費を130万円計上させていただきました。氷川中学校で検出された場所は、来客用駐車場で、前回は不検出とされておりましたが、今回は0.5％の含有量と診断されました。古里小学校の階段部分と同様、普段は固まっており、飛散することはないとの診断でございますが、早期の対応を図りたいため計上をさせていただきました。

次に、項の４給食管理費です。34ページをお願いいたします。給食管理費の32万円の増額でございますが、職員手当等及び共済費が人件費の調整、賃金の増額と委託料の減額につきましては、臨時職員の雇用形態の変更による調整、使用料及び賃借料の21万6,000円の増額につきましては、給食センターの駐車場を職員駐車場と来所者用として国道反対側の昭和石材の所有地を借用し、町と契約しております。使用料につきましては、個人分も含めて町で一括して契約しておる関係で使用料をお支払し、個人分につきましては諸収入として、この補正予算の歳入に見込んでございます。備品購入費の９万9,000円の増額につきましては、調理用備品の購入によるものでございます。

次に項の５社会教育費となります。社会教育総務費の30万8,000円の減額につきましては、人件費でございます。

35ページをお願いします。青少年対策費、青少年対策事業費につきましては、財源組替でございます。

文化財保護費、文化財保護事業費につきましては、352万9,000円の増額となります。内訳でございますが、報償費及び旅費につきましては、文化財保護審議会の会議の回数の増によるもの、工事請負費の350万円の増額につきましては、水と緑のふれあい館を建設する以前に郷土資料館がございました。その郷土資料館に昔の民家の模型を展示しておりましたが、水と緑のふれあい館の建設に伴い郷土資料館を取り壊すにあたり、その模型を山のふるさと村のクラフトセンター２階部分へ移設し、展示をしておりました。ここで都環境局からクラフトセンター内の改修をするにあたり支障になるため、移設をしてほしい旨の依頼があったことにより、この模型を青目立不動尊の一角に移設するための費用となります。この模型につきましては、文化財ではございませんが、昔の民家、暮らしを再現する貴重なものでございますので、保存をしたく、予算計上をさせていただいております。

次の水と緑のふれあい館運営事業費27万3,000円の減額につきましては、人件費でございます。

次に、美術館費、美術館事業費の40万9,000円の増額につきましては、需用費のうち燃料費が灯油代の増、印刷製本費が特別展はがき印刷代の増、次の36ページをお願いいたします。委託料が特別展開催に伴う委託料の増額によるものでございます。

次に、項の６保健体育費です。保健体育総務費でございますが、10万円の増額につきましては、国民体育大会開催のため実行委員会を組織して運営していくということになりますが、その実行委員会への平成22年度分の補助金、体育施設費の86万5,000円の増額につきましては、学校開放事業費の60万円の増額は、古里小学校の夜間照明施設の修繕費を、総合運動場維持管理費の26万5,000円の増額につきましては、総合運動場維持管理に伴う消耗品費の増額となります。

○企画財政課長（加藤　一美君）　次の長期債利子償還費78万6,000円の減額は、確定によるものでございます。

次の37ページをお開きください。予備費は18万7,000円の減額で、予算調整によるものでございます。

以上で一般会計補正予算の説明を終わります。

○副議長（鈴木　賢一君）　以上で議案第75号の説明は終わりました。

　次に、議案第76号及についての説明を求めます。観光産業課長。

○観光産業課長（加藤　博士君）　それでは、議案第76号　平成22年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第２号）につきましてご説明いたします。

　３ページをお開き願います。歳出でございますが、各事業の組替補正をお願いするものでございます。

　一般管理費の20万2,000円の減額につきましては、給与改定に伴う調整によるものでございます。

　次の利用管理費でございますが、山ふるガイドのマス釣りと封筒を印刷するための印刷製本費を20万2,000円増額するものでございます。

　次のページの給与費明細書でございますが、３行目の比較欄のとおり、給与費の計として38万6,000円を減額するもので、内訳につきましては、下段のとおりでございます。右の共済費につきましては、18万4,000円を増額するもので、合計で20万2,000円の減額となります。

以上で議案第76号の説明を終わらせていただきます。

○副議長（鈴木　賢一君）　以上で議案第76号の説明は終わりました。

　次に、議案第77号及び議案第78号についての説明を求めます。福祉保健課長。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　初めに、議案第77号についてご説明をいたします。

　５ページをお願いいたします。歳入でございます。

　療養給付費交付金2,746万7,000円の増額は、現年度分で退職被保険者等療養給付費交付金が、給付額の増に伴い2,577万1,000円の増となるものです。また、過年度分で退職被保険者等療養給付費交付金が過年度交付金の額の確定により169万6,000円の増となります。

　一般会計繰入金5,000万円の増は、その他一般会計繰入金で、前期高齢者交付金の額の確定に伴う減額の補てん及び各保険給付費の伸びに伴い、不足額を一般会計から繰り入れを行うものでございます。

　６ページをお願いいたします。歳出でございます。

　総務費では、一般管理費２万円の増額は、職員旅費の所要額を見込むものです。

　保険給付費では、一般被保険者療養給付費6,002万8,000円の増額は、本年度上期実績による伸びを見込むものです。

退職被保険者等療養給付費390万9,000円の増額も、本年度上期実績による伸びを見込むものでございます。

一般被保険者療養給付費50万円の増額につきましても、本年度上期実績による伸びを見込むものでございます。

７ページをお願いいたします。一般被保険者高額療養費1,200万円増額、及び次の退職被保険者等高額療養費100万円の増額は、いずれも本年度上期実績による伸びを見込むものでございます。

保健事業費の保健衛生普及費１万円の増額は、役務費で、医療費通知の郵券代の所要額を見込むものでございます。

続きまして、議案第78号についてご説明をいたします。

５ページをお願いいたします。歳入でございます。

繰入金のうち、その他一般会計繰入金を113万円増額するもので、人件費の所要額を見込むものでございます。

介護給付費準備基金繰入金は482万円を増額するもので、介護給付費の増に伴い基金から繰り入れを行うものです。

６ページをお願いいたします。歳出でございます。総務費の一般管理費は113万円を増額するもので、人件費の所要額を見込むものでございます。

保険給付費では、高額介護サービス等費400万円の増額は、負担金・補助及び交付金で高額介護サービス費の増を見込むものです。

地域支援事業費では、介護予防一般高齢者施策事業費30万4,000円の増額は、過年度都補助事業の額の確定による返還額です。

７ページをお願いいたします。諸支出金のうち償還金82万円の増額は、介護給付費支払基金交付金の過年度の額の確定に伴う返還金です。

他会計繰出金30万4,000円の減額は、介護予防一般高齢者施策事業費において過年度都補助事業の額の確定に伴う返還金が30万4,000円生じたことから、一般会計への繰出金をその分減額するものでございます。

８ページにつきましては、一般職の給与費明細書となっております。職員給与、手当等をそれぞれ調整をさせていただいたものでございます。

以上をもちまして、議案第77号及び議案第78号の説明を終わります。

○副議長（鈴木　賢一君）　以上で、議案第77号及び議案第78号の説明は終わりました。

　次に、議案第79号についての説明を求めます。地域整備課長。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　議案第79号　平成22年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第２号）についてご説明いたします。

　５ページをお開きください。歳入になります。

款05の一般会計繰入金991万8,000円の減を計上しております。奥多摩処理区下水道整備事業費の額の確定によるものと、浄化槽市町村整備推進事業繰入金のそれぞれの額の確定により減額するものでございます。

次に、諸収入では、消費税還付金の額の確定により791万8,000円追加するものでございます。

６ページをお願いいたします。歳出になります。

一般管理費13万2,000円の減は、人件費でございます。

次の維持管理費92万6,000円の増につきましては、奥多摩処理区流域下水道維持管理負担金の増を見込むものでございます。

次の下水道事業費25万2,000円の増につきましては人件費、次の７ページをお願いいたします。工事請負費で小河内浄化センター内のＯＤ槽の流出可動堰設置工事を30万円見込むものでございます。

次に、下水道事業費166万7,000円の減につきましては、人件費でございます。

次に、浄化槽市町村整備推進事業費102万円の減につきましては、職員の人件費を見込むもので、次の予備費35万9,000円の減につきましては、予算の調整によるものでございます。

９ページをお願いいたします。給与明細書につきましては、給与の調整と職員の手当の内訳につきましては、それぞれ合計で331万7,000円の減額となります。

　以上で議案第79号の内容の説明を終わります。

○副議長（鈴木　賢一君）　以上で議案第79号の説明は終わりました。

　次に、議案第80号についての説明を求めます。病院事務長。

○病院事務長（川村　文雄君）　議案第80号　平成22年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）の内容についてご説明いたします。

　今回の補正につきましては、収益的収支でそれぞれ773万8,000円の追加を行うものでございます。

　１ページをお開きください。収益的収入及び支出の実施計画書でございます。

　収入でございますが、１.医業収益では、363万8,000円を追加し３億2,461万9,000円とするものですが、内訳につきましては、入院収益で１日当たり入院患者数の増を見込み803万円増額、外来収益では、１日当たりの診療費の減を見込み439万2,000円を減額するものです。

　２.医業外収益では、410万円を追加し１億7,151万9,000円とするものです。内訳につきましては、都支出金の都補助金で市町村公立病院等医師派遣事業補助金が確定し、派遣手当410万円を増額するものです。

　２ページをお願いいたします。支出でございますが、１.医業費用では、773万8,000円を追加し４億8,886万円とするものです。内訳につきましては、１.給与費で給与306万円を減額し、手当827万4,000円を増額、法定福利費26万3,000円を増額、それぞれ支払見込額増により増額するものでございます。

　次に、２.材料費では、支払見込額の増により診療材料を290万4,000円を追加し、増額するものでございます。

　次に、３.経費では、福利厚生費２万3,000円、報償費７万2,000円をそれぞれ支出見込額減による減額でございます。印刷製本費、修繕費につきましては、支出見込額の増により増額するものでございます。役務費から諸会費までは支出見込額の減によるための減額でございます。

　３ページをお願いいたします。支出６.研究研修費では、図書費の支出見込額増によるための増額でございます。

　４ページをお願いいたします。事業会計資金計画でございますが、表の中央、当年度予定額では受入資金が５億4,365万1,000円で、支払資金が５億1,252万2,000円ですので、差し引き3,112万9,000円となる予定でございます。

　次に、５ページをお願いいたします。給与費の明細でございますが、表の中ほどの比較の欄ですが、職員数28名から１名減になり27名になりました。

内訳につきましては、医師３名を１名増の４名に、看護師16名を１名減の15名に、事務員４名を１名減の３名に変更になったことにより職員数が変わりました。それに伴いまして、給料306万円の減、手当827万4,000円の増で合計521万4,000円の増となっております。

なお、下段の手当の内訳につきましては、手当の詳細となっております。

次に、６ページから８ページにつきましては、予定貸借対照表でございますが、説明は省略させていただきますのでよろしくお願いいたします。

　以上で、議案第80号の説明を終わります。

○副議長（鈴木　賢一君）　以上で全議案の説明は終わりました。

　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（鈴木　賢一君）　ご異議なしと認めます。よって、午前11時10分から再開とします。

午前10時55分　休憩

午前11時10分　再開

○副議長（鈴木　賢一君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　これより質疑に入ります。議案第75号については歳入歳出それぞれを一括して質疑を行い、議案第76号から議案第80号までについては歳入歳出含めて一括して行います。

初めに、議案第75号の歳入の質疑を行います。質疑があればお願いします。13番小林委員。

○13番（小林　　勤君）　いずれにしても歳出の方でも当然出てくる話なんですけれど、まず、森林セラピーに関して、来年４月から財団を設立すると、そして発足させると、そういうことの説明で、それはそれで私も、ここまで来たら一生懸命やってもらいたいし、また成功しなければいけないと思いますけど、この5,000万円出捐金を計上し、発足するということなんですけれど、財団となると、役員構成等々あるいはここでもう補正のこういう提案がある以上、財団設立の内容等、役員も含めていろんな形でもう既に固まっている部分がなければいけないと思いますので、その辺の内容等々をできるだけ細かくお教えをいただきたいと、１つは。

　もう１つ、次に氷川とは言わないよね、この補正の数字とはちょっと離れますけれど、奥多摩駅前に常駐をしている京王タクシーさんが、この12月31日で午後６時になりましたら、正社員といいますか、常駐社員は上がるということは、それ以後は駅前のタクシーはなくなってしまうという話がございます。私、青梅の営業所に行こうかなと思いながら、働いている正社員の方に先日いろいろと状況を話を聞いてまいりました。

　今、西東京バスのあそこに停留所があります。その停留所のバスの最終便が何時なのかなということで再確認をしました。すべてといいますか、日原がもう18時20分には最終便になります。土日は26分なんですね。丹波行きが17時45分、平日、小菅が17時15分、鴨沢が16時10分、留浦が16時10分、峰谷行きが16時35分、奥多摩湖行き15時ですべてバスの運行が最終便になっております。土日はさっき言ったように、ちょっと時間がずれているんですけれど、この便が最終で、町民も含め観光客も含め、すべて交通機関がストップするという状況に来年の１月１日からはなるということの予想が立ちます。

　それで、ただ月に８日間だけ、これは京王タクシーさんの方での勤務表が事前に毎月できるんだそうですけど、その勤務表の中に臨時職員、要するにアルバイトの退職された方が月に８日間だけ。ですから、平日にしても日曜・祭日にしても、いつになるかはわかりませんということなんですが、８日間だけは最終電車までは勤務をしていいということだそうです。ですから、月８日間だけは最終便までタクシーがあるという話です。

　ただ、問題は、そういう形はあるにしても、今月いっぱいでタクシーがすべてなくなるし、西東京バスの最終便がなくなると。こういったときに、この町の観光という面あるいは住民の不便さという面、そういった面から考えたときに、大変な１つの事案だなと思います。

　話では、京王タクシーさんの方から町側に相談があったようにも聞いております。民営会社ですから、町がどうだこうだというわけにはいかないとは十分承知しています。公営的なバス路線確保のための補助とは全く違うとは思いますけれど、やはり御岳でも数年前にタクシーがなくなりましたよね、ご存知のとおり。大変当時、御岳の人たち、特に御岳山の人たちだとか丹縄の近辺の人たち、大変不便を感じていたという話も聞いております。

それらこれらを含めたときに、このタクシーが午後６時という時間でなくなってしまうということは大変残念なことであるし、私は、京王タクシーに西東京と一緒のように補助金でも出して確保せいというつもりは毛頭ないんですけれど、会社との協議をして、何とか町として残してほしいというような京王さんとの話し合いができているのか、あるいは進んでいるのか、あるいはあくまでも民営だから、もう町としては知らぬ存ぜぬではなくてかかわりは持てないということなのか、この辺をきちっとやっぱり住民にも知らしめる部分もあるのかな、こんなようなことで、たまたまもう12月、今日８日ですので、もう間もなくなくなる。

　それから、もう１つ、このタクシーがなくなるということで料飲組合さん、例えば駅前にはたくさんの飲食店、ありますよね、遅くまで営業されているお店も多々あるわけです。そういった方たちのお客さん、例えば、おやじさんが飲んで、おかんに迎えに来いよと、せがれに迎えに来いよと、こういうことならそれはそれで構わないのかもしれませんけれど、今までの実態からいって、一杯駅前で飲んでタクシーで帰る。今、交通事情が大変、警察側の厳しさというか、モラルの問題もありますから、例えばタクシーがなくなっちゃったから、飲んでそのまま運転して帰って問題が起きた、こういうことでは大変町としても１つのイメージダウンが大きくなるような気もしてなりません。そういう面からいったら、観光協会、あるいは料飲組合から、またこの問題について何らかの１つの相談といいますか、そういったものがあってしかりかと思いますけれど、あったかどうか、どういう考え方を持っているか、それらを町が把握しているかどうか、その辺も付け加えてお聞きをしておきます。

　もう１点、実は、これも補正の数字ではないんですが、10月３日の西多摩新聞、皆さん、読まれたと思います。取っていない人はあれですけれど。この金曜日に新しい駅舎建設、ＪＲ東日本ということで大きく取り上げていただいております。この中を見たときに、私は、すばらしいことだなと思っております。奥多摩５駅の物語等々で、だんだん奥多摩５駅が改修をされたり、奥多摩駅にはエレベーターも設置をしてもらったり、いろいろと働きかけをしてきました。ある時期には、川井の駅も改修もされてまいりましたけれど、この新聞記事を見ますと、国会では新聞記事を取り上げたって、そんなものは答えられないようなこともあるようですけれど、私、この西多摩新聞の記事を書いた記者に、実は電話をしてみました。そうしたら、ＪＲの八王子支社の広報部から話があって、確かめて、そしてこの記事を書いたという記者のコメントでした。この11月に着工して２月に、この記事を見ますと、２月には白丸と川井が新しく生まれ変わるよとこういうことでございます。川井の駅は木をコンセプトにした駅舎に、それから、白丸の駅は東京ドームと同じような形で明かりを取っての駅舎建設だというような大変興味深い、まあ、奥多摩の駅に東京ドーム式のようなこういうものがいいか悪いかは別にしても、新しい試みのＪＲの発想だなと、こういうふうにも受けとめております。

　そこで、この辺についてもＪＲの八王子支社の方から町側にいろいろコメントがあったのではないか、あるいは協議があったのではないかとは思いますけれど、その辺がどのようになっているのかお伺いします。

　それから、この記事のとおりに、２月といっても、すぐ完璧に２月にできるわけではないんでしょうけれど、例えば川井の駅、白丸の駅がこういうふうな形で新装オープンしたときに、観光の一環として森林セラピーも含めてでもいいでしょう、町としてこれに便乗して１つのイベントを組む等々していったらどうなのかな。私は、すぐそのところへ思いがいったわけでございます。この辺について、指をくわえて待っているだけでなく、今言うように、奥多摩の観光を売るという意味で、便乗することを大いに考えていくべきではないかと訴えておきます。

　鳩ノ巣駅については、何か塗装での改修、ホームの柱の塗装等々、歩道橋といいますか、あれがありますよね、横断の。あれらも多分、塗装させてもらえるんだろうと思いますけれど、できれば、あれに屋根をつけてもらうというようなことの町側は提案もすべきだろうと思うんです、こういうＪＲとして動きがある時に。以前から北口導入という話もあって、大変ご苦労されていると思いますけれど、ぜひあそこには屋根を一緒にこのときにつけてもらえる、あるいはもらう、その辺の動きを是非ＪＲに対して強力に働きかけをすべきだと私は思うんですが、いかがか。この３点についてお伺いをいたします、まず。

○副議長（鈴木　賢一君）　企画財政課長。

○企画財政課長（加藤　一美君）　それでは、小林委員さんからの３点のご質問がございましたので、私の方からお答えをいたしたいと存じます。

　初めに、財団の役員等でございますけれども、これにつきましては「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律」というのがございます。これの第160条及び第170条の規定に基づきまして、理事が３名、評議員が５名、監事２名の計10名とされております。また、評議員の任期につきましては、同じ法律の第174条に基づきまして、任期が４年、理事と監事につきましては、同法第66条及び第67条の規定によりまして２年としております。

　この財団につきましては、設置者であります奥多摩町長とは別に切り離しをしまして、経営者側として法律第162条の規定によりまして、代表理事を置いて財団の普段の運営を行っていくということでございます。

　また、議員からございました理事と役員の選任につきましては、もちろん執行機関としてあらあらは検討してございますけれども、この補正予算に上げてございます準備資本金の5,000万円が確定をしませんと、具体的な本格的な議論に入っていけません。そのようなことから、あらあらは検討しておりますけれども、予定としましては、今後の町の森林セラピーに対してどういうふうに進んでいくべきか、これらをアドバイスしてご支援、ご協力をいただく方ということで、町内の企業、また森林セラピーの研究機関など関係機関の皆さんにこれからお願いをして選任をしてまいりたいというふうに考えております。

　また、財団の職員につきましては、３年間は一般財団法人で実績をつくり、４年目以降、公益法人の昇格を考えております。公益の認可が下りるまでは役場の職員２名を派遣して、正規職員３名と５名体制で行っていく考えです。４年目以降、公益法人が認可されて以降につきましては、正規職員５名の体制でいくという考えでございます。

　この財団の設置の目的は、あくまで施設や店舗を構えるハード観光ではなくて、事務所は現在持っておりますけれども、旅行業の認可を取得しまして、法に基づく旅行手数料をいただくことで独立採算の財団を運営していくという考えでございます。このことで財団の職員だとか、セラピスト、ガイド等、住民皆さんの雇用の拡大につなげていきたいというのが目的にございます。

　それと、２点目の京王タクシーの件でございますけれども、委員がおっしゃるとおり、内容につきましてはそのとおりでございます。現在、奥多摩駅には京王タクシーのワゴンタクシーが２台常駐しておりますけれども、年間の赤字額が370万円ございます。このようなことから、昨年から京王タクシーの役員さん等、町に来庁しまして、経費的に非常に厳しいと。今、この370万円の赤字につきましては、青梅の営業所の利益分で埋めて何とか観光地のイメージダウンにつながらないように、経営努力をしていますという本音を言われております。こんなことから町としましても、委員おっしゃったように西東京バス、公共交通機関には税をそのまま支援することはできますけれども、民間のタクシー会社には現金を投入することはできません。こんなことから、何とか町の方で政策的にタクシーを使うような政策を打って、間接的に何とか赤字にならないように、今後も２台のタクシーを常駐いただけるように、今、勉強会を開いております。

　来年１月の６時に引き揚げる分につきましても、我々は、何とか今のままの形で時間帯で存続をいただきたいという話もしましたけれども、実質経営的には非常に厳しいということで、この件のことも含めて、今後、京王タクシーとの勉強会で内容的な具体的な検討をしてまいりたいというふうに考えております。京王タクシーと具体的な内容について詰めてまいりたいと考えております。

　それと、３点目の駅舎の関係でございますけれども、川井と白丸の駅の改築につきましては、先般もＪＲの方から見えまして、内容的な説明を伺っております。今の形のデザインにつきましては、ＪＲの方でも予算だとか考え方があるということで、ＪＲの方でデザインしていただいたものでございます。

　また、この駅舎の完成に伴うイベント等につきましては、ＪＲの方との連携事業になってまいりますので、観光産業課を含めて今後、研究、検討してまいりたいというふうに考えております。

　以上でございます。

○副議長委員（鈴木　賢一君）　13番小林　勤委員。

○13番（小林　勤君）　今の説明で、それ以上提案というか、話をするあれもありませんけれども、問題は、ただ駅の改修について、あるいは今、白丸と川井の話が特に整備されるということなんですけど、今私が申し上げたように、鳩ノ巣の駅のあの横断の屋根ぐらいは、やっぱりこの際だから、こういう時だからこそ、強くＪＲに申し入れて検討してもらうというか、設置をしてもらうと、こういう姿勢だけは是非強く要望しておきます。

○副議長（鈴木　賢一君）　企画財政課長。

○企画財政課長（加藤　一美君）　申し訳ありません。ちょっとうっかりして答弁漏れをしておりました。

　実は、鳩ノ巣駅の陸橋の屋根の取り付けにつきましては、以前北口駅舎に付いているのを検討の中で我々も十分に要望をしてまいりました。しかしながら、古里駅舎をその前につくってございますけれども、陸橋の屋根がけにつきましては、町が陸橋を買い取って屋根を設置して、その後の維持管理も町でやっていただくことが前提というようなお話もございまして、なかなか町の要望に対して通路の屋根の設置について明快なお答えはいただけなかったという状況でございますので、ご理解をいただきたいと存じます。

○副議長（鈴木　賢一君）　ほかに質疑ありませんか。14番島崎利雄委員。

○14番（島崎　利雄君）　１つは、歳入の方ですが、歳出との絡みもありますけれども、７ページの説明が概略でありますが、土木都補助金が出ています。ここにプラスもありマイナスもあって、都の方で確定したというような報告がありましたが、この具体的に支障が、マイナスになって、例えば1,400万円も減額している数字もあります。まだほかにもありますが、この点、具体的にどういうことでこの予算がこういうふうになっているのか。大きな数字でありますので、１本１本説明をしていただきたいということであります。

　それから、障害者の人たちの予算が大分ここでまた計上されておりますが、この今、国全体というか自立支援法が、まだ最終的ではありませんが、多くの患者の方や、当然父母の方々等が大きな国に向けて要求を出されております。この点ではどのような対応をされているのかと。今後の問題も含めて、今の時点で明らかになっていればお答え願いたいという点であります。

　それから、もう１点は、アスベストの問題であります。小中学校が出て、細かくは説明があったんですが、いろいろな規制があっていろいろな仕組みがあるというふうな報告もありましたが、これはまして子どもさんが使われている校舎ですよね。そういう中で、これがあるということを気がつかなかったのかどうか。もちろん専門家が来て学校内を点検して、この結果がこういうふうになって改築というか、除去工事という形になったんだと思うんですが、今、もう何年も前から大きな問題になっていたにもかかわらず、この点のいきさつを経過含めてお答えいただけたらというふうに思います。

　それから、そのほかに、これは教育だけじゃなく全体で、まだまだ町内の中にこういう施設等があるのかどうか。これはこのままにしていいのかどうか、もしあるとすればね。その点もお伺いしておきたいというふうに思います。以上です。

○副議長（鈴木　賢一君）　地域整備課長。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　島崎委員さんの土木費都の補助金の内訳でございますけれども、工事及び委託関係の事業を進めておりまして、説明欄にございます一番上の坂下中央線の道路整備につきましては、当初の設計の予算に対して、今後、取り付け道路の経費が増高するというふうな見込のことで考えております。

　それから、次の杣入下線の道路整備の減につきましては、当初の予算に対しまして設計が1,400万円弱減額した設計で上がったということで、それによりまして、入札しておりますので額が確定したということでございます。

　それから、八桑北線の道路整備の減につきましては、これにつきましては、東京都の補助金の対象から外れた部分を減額したというふうなことでおります。

　それから、松葉穴沢線の道路整備につきましては、これは設計をしまして入札した差金というふなことで減額しております。

　それから、中夏地宮前線の道路整備につきましては、設計委託の方を今進めている状況なんですけれども、それに対しましてボーリング調査とかそういう経費が増えるということで増額を予定しております。

　それから、一付線の道路整備につきましては、現在、測量設計をやはり進めておりますけれども、これにつきましても、東京都の調整によりまして当初より延長が延びたということで、委託の金額が増えているというふうなことで見込んでおります。

　以上でございます。

○副議長（鈴木　賢一君）　福祉保健課長。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　私からは、障害者自立支援法関係の対応及び見通しについてお答えを申し上げます。

　障がい者の関係でございますけれども、この法律は平成15年からノーマライゼーションの理念というものに基づきまして導入をされておりまして、飛躍的に事業が増加している状況でございます。現在、障害者自立支援法につきましては、総合的なシステムの全体像というのは、自立支援給付費と障がいのある方がその方の有する能力、あるいは適正に応じて自立した日常生活、あるいは社会生活を営むことができますように、住民の最も身近である我々市町村を中心に、地域で生活する障がいのある方のニーズを踏まえて、地域の実情に応じて柔軟な事業形態が実施可能となるようということで、地域の生活支援事業というのが行われております。

現在、障がい者の自立支援法の施行に伴って、国あるいは地方自治体が責任を持って費用負担を行うということをルール化しておりますけれども、事業別で申請のあった負担金、あるいは補助金が障害者自立支援給付費負担金として出てきているところでございます。現在、平成24年の３月までということで、この新法と旧法の乗換えが行われるわけでございますけれども、事務量が両方の制度がダブって進行しているという中で、担当者の事務量が増えているという状況でございます。

以上でございます。

○副議長（鈴木　賢一君）　教育課長。

○教育課長（井上　永一君）　それでは、島崎委員のアスベストに関するご質問についてお答えしたいと思います。

　アスベストの調査につきましては、一番最初に学校関係で調査を実施いたしましたのが昭和62年、1987年に、当時、文部省からの通達に基づいて最初の調査を行っております。当時は、対象とされていた製品が３種類ということでした。その後、さまざまな製品に使用されているということが明らかになり、当時、平成16年から平成17年当時ですけれども、全国的にいろいろな製品に使われているということから、アスベストに関する再度の調査ということで平成17年に実施をいたしました。

　アスベストに関する対処方法といいますと、完全に除去してしまう方法、密閉してしまう方法、表面を固めてアスベストを封じ込める方法という３つの方法で対処をするということですけれども、密閉や固める方法ですと、当然、解体をする時には飛散防止の対策を取らなければならないということでございました。

平成17年、学校におきましても各校で調査を実施したわけでございますけれども、当時、業者も大変忙しいというようなこともございまして、設計図に基づいて担当の職員がアスベストの混入されている材を使っているかどうか、それを確認して混入をしていると見られるという建材を使用している箇所を特定しまして、業者へ調査依頼をしていたということでございます。

今年度調査を実施いたしましたのは、平成18年９月から施行されているわけですけれども、先ほどご説明いたしましたけれども、含有量が１％から0.1％に引き下げられたというようなことに伴いまして、文部科学省から、児童・生徒が通っている学校については、もう一度しっかりとアスベストの飛散等の心配がないかというようなことで、しっかりと調査をしろということで通達が来たものでございます。

今回はアスベスト診断士に来ていただき、設計図書、それを確認していただき、また、現場調査によってアスベスト含有吹きつけ材の使用劣化が著しい部分、アスベスト含有がされていると疑わしい部分について建材の確認調査をすべて実施したわけでございます。今回、アスベストの除去工事の対象となった部分については、含有量が0.5％ということですので、当時、除去対象とならなかったというようなこともあったのかとは思いますけれども、各学校において、それぞれ20カ所以上調査をしたものでございます。

業者によりますと、先ほど申し上げました階段あるいは駐車場については、封じ込めといいますか、固まっているので飛散の心配はないので、除去工事を施工してもどちらでもというような話でございましたけれども、今後、その固まっている部分が飛散をするというようなことも考えられるために、今回、除去工事を実施しようということになったものでございます。

また、今後も安全確認のために空気中の環境測定を行えということでございまして、現在、町では各学校薬剤師によりまして教室の照明の検査とともに空気検査も実施しております。それらを実施している中でそれらの確認等も合わせて行っていきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。

○副議長（鈴木　賢一君）　企画財政課長。

○企画財政課長（加藤　一美君）　私の方から、４点目のほかの公共施設にアスベスト等はないのかという質問につきましてお答えをしたいと思います。

　まず、我々、一番住民の皆さんが多く利用する生活館ですけれども、生活館につきましては木造でできておりまして、石綿でありますアスベストを吹きつける理由がございませんので、これらは見当たりません。町内の釣り場につきましては、唯一大丹波の釣り場の和室の舞台でしょうかね、舞台がございまして、そこの壁の一部と天井に石綿が吹きつけてございました。これは間違いなくアスベストだろうということで、八王子の検査機関にその一部を持ち込んで試験をしていただきましたけれども、アスベストではありませんでした。普通の断熱材ということで、そのようなことから他の公共施設につきましては、今のところアスベストの心配はございません。

　以上です。

○副議長（鈴木　賢一君）　ほかに質疑は。11番師岡委員。

○11番（師岡　　智君）　２点ばかりちょっとお聞きします。

　いろいろ歳出関係ございますけれども、一番最初の６ページの一番上にありますが、日向住宅のデジタル放送への対応設備ということで、今回、補助が出ておりますけれども、これは国からの補助なんでございますが、これは公営住宅ということで国から出たのか。ほかに町営住宅等もございますけれども、今、これだけに限らず、町内でもあちこちでデジタル放送の対応云々ということでいろいろ問題が出ております。そういったことの中から、是非ひとつ、これは国策の１つでございますので、町としても、住民の皆さんがそういったことで心配のないような形で全町民がデジタル化に取り替えられるような、切り替えられるような体制をひとつ応援してほしいとそういうことで、いろいろお年寄りが多くて、どこへ頼んで言っていいのかわからんというような話も聞いておりますので、是非ひとつそういう地域があるようでございましたらば、合わせてほかの町営住宅も含めて町民全体の中で、現在、町としてこれについて何か話とか取り組み、そういうことをしている状況がありましたらば、ちょっとお聞きしたいということが１点です。

　それから、さらに6ページの一番下にございますが、今回、新型インフルエンザの臨時補助というのが出ております。今、盛んに新しい、また新型インフルエンザが蔓延してきているという話を聞いておりまして、何か子どもたちが最近マスクを持ってきてかぜをひいているのが多いという話も聞いております。そういったことで、緊急にこれ、臨時という表現になっていますので都の対応がされているんだろうと思いますけれども、今、こういう時期でございますので、是非こういったものがある以上は、これで何名ぐらい補助が出ているのかわかりませんけれども、是非町民の皆さんに呼びかけて、一刻も早くこういった体制を、インフルエンザの予防接種をしていただいて、皆さんがかぜから逃れられるように、是非ひとつ町としても努力していただきたいと思いますが、今、病院関係として病院事務長がいらっしゃいますけれども、病院としてどんな対応を考えていらっしゃるのか、その辺も含めてちょっとお聞きしたいと思いますが。

○副議長（鈴木　賢一君）　企画財政課長。

○企画財政課長（加藤　一美君）　師岡委員からのご質問の、まず１点目のデジタル関係の進捗状況でございますけれども、既に、小丹波自治会を除く古里地域はすべてデジタル化が完了しております。

　また、氷川地区につきましては、氷川局の新設によりまして、ほとんどこの周辺地域につきましては個人用のアンテナで受信ができるということで、また、この内容につきましては、10日の一般質問でご質問をいただいておりますので、詳しく内容を説明したいというふうに考えております。

　また、今のところ、非常にＮＨＫの動きも活発でございまして、各テレビ組合長、役員さん等で綿密な打ち合わせを行っております。

　また、高齢者の方々、住民皆さん含めて混乱しているという声は町には届きませんけれども、若干、企画調整係の方に住民皆さんから「デジタルがどうなるんでしょうか」ということで問い合わせもございますので、その部分につきましては、細かくご説明しておりますし、また、今後、新たな支援策も国は打ち出しておりますので、また10日の一般質問の中で詳しく説明をさせていただきます。

○副議長（鈴木　賢一君）　福祉保健課長。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　私の方からは、２点目の新型インフルエンザワクチン接種助成費臨時補助金についてご回答をさせていただきます。

　まず、この事業の対象でございますけれども、低所得者ということに限って今回、臨時補助金をいただくということでございます。非課税の世帯が19歳から65歳までの方でございますけれども、229世帯ございます。そのうちの２割を見込んでございまして、45人分。また、65歳以上の非課税者の世帯は1,736人いらっしゃいます。このうちの５割を見込んでございまして、868人。それぞれ2,000円を補助するものでございます。

　また、委託料といたしまして、生活保護の受給者の方でございますけれども、現在69名いらっしゃいますけれども、この方たちのうちの２割を見込んでございまして、13人分の3,600円という形で、総トータルが歳出の方では1,873万円ということになっております。

以上でございます。

○副議長（鈴木　賢一君）　病院事務長。

○病院事務長（川村　文雄君）　それでは、奥多摩病院の新型インフルエンザについての状況をお話しさせていただきます。

　昨年、インフルエンザのワクチンが不足するという話題が出まして、今年度につきましては、奥多摩病院では、現在、予約を受け付けております。それと、外来あるいは入院でいらっしゃる方について、ご希望のある方は健康状態に不良がない場合は常時受け付けてワクチンの接種をさせていただいております。

　また、昨年ですが、平成21年度につきましては、新型インフルエンザ対応ワクチンと従来型の季節性のインフルエンザワクチンとがありまして、両方合わせまして、昨年は832人の方の対応をさせていただきました。今年につきましては、12月５日現在でございますが、362人の方に接種を行っております。

　以上でございます。

○副議長（鈴木　賢一君）　ほかに質疑ありませんか。１番師岡伸公委員。

○１番（師岡　伸公君）　8ページの中段から下、繰入金について質問いたします。

　幾つかの繰入金が今回ございますが、１番上の財政調整基金からの繰り入れということで、現在、先ほどからも福祉関係、いろんな形でこういう基金を使ってこれからも予想がされるとは思うんですけれども、現在の財政調整基金の状況、全体予算ですとか、それから標準財政規模当たりとの関連も含めて、ちょっと触れていただければありがたいと思います。よろしくお願いします。

○副議長（鈴木　賢一君）　企画財政課長。

○企画財政課長（加藤　一美君）　師岡伸公委員の質問にお答えいたします。

　財政調整基金につきましては、平成21年度末で４億2,018万5,000円でございます。あとほかの基金等も説明がいるでしょうか。

○副議長（鈴木　賢一君）　よろしいですか。

○１番（師岡　伸公君）　いや、いいです。

○企画財政課長（加藤　一美君）　これらの財政調整基金、減債基金また観光施設等の整備基金等ございまして、一時的には新年度予算、補正予算を組む場合に、どうしても財源不足が生じてきます。そのために一時基金を取り崩して一般会計の中に入れまして、年度間の事業の運営を行っておりますけれども、年度末には今、東京都の総合交付金でこれらの対策をしていただいておりまして、年度末には元の形で基金にまた戻せるような財政環境となっております。

○副議長（鈴木　賢一君）　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩したいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（鈴木　賢一君）　ご異議なしと認めます。よって、午後１時から再開とします。

午前11時57分　休憩

午後 １時00分　再開

○副議長（鈴木　賢一君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　初めに、歳入の続きを行います。

　質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。以上で議案第75号の歳入の質疑を終結します。

　次に、議案第75号の歳出の質疑を行います。質疑があればお願いします。７番小澤春義委員。

○７番（小澤　春義君）　１点だけ。27ページなんですが、治山事業についてということで、先ほど地域整備課長の方から説明がございましたが、愛宕山山頂の崩壊現場の工事ということで大変よかったなと、こんなふうにも思っているところでもございますが、最近、セラピーロード登計トレイルに来るお客さんで、やはりセラピーロードを歩いてきまして、林道を伝いながら愛宕山の山頂の方まで散策するというようなお客さんが増えているような気もします。実際に増えているようでございます。

　そんなことで、この山頂付近も少し散策路が荒れておりますので、是非その辺を整備しながら登計トレイルセラピーロードにつなげるようなことをしていけば、散策する人も安心して、あの道からずっと愛宕山を通ってキャンプ場の方へ抜けていくというようなコースができるんじゃないなかと、こんなふうに思っておりますが、将来そんな考えがあるかどうかお聞きしたいと思います。

○副議長（鈴木　賢一君）　観光課長。

○観光産業課長（加藤　博士君）　７番小澤委員のご質問にお答えいたします。

　現在、登計トレイルセラピーロードを使ってセラピー事業を行っておりますが、ただいまのご質問は、恐らく個人的に散策する方が多くなっているということだと思いますけれども、その方たちのことを考えて散策路の整備というご意見でございますが、実は、愛宕山につきましては、中段から上というんですか、都の園地がございますけれども、それから上につきましては所有者が神社ということで、東京都も神社のいわゆる参道等は整備はできないという見解を持っております。このため、現在、愛宕山の散策路としましては、途中の園地から登計方面に抜けまして、生活道を使って愛宕山の裏に出るのが正規の登山道になってしまったという経緯がございますので、今後、整備するという部分については、なかなか町単独では難しいと思いますので、東京都と協議する必要があるんですが、東京都の見解は所有地が神社地ということですのでちょっと難しいのかなとは考えております。

　ただ、いずれにしろ長畑方面に抜ける道等もございますので、そこいらを含めてちょっと考えさせていただきたいと思います。

　以上でございます。

○副議長（鈴木　賢一君）　よろしいですか。

　ほかに質疑ございませんか。14番島崎利雄委員。

○14番（島崎　利雄君）　それでは、11ページ、財産管理費で120万円ぐらいのあれですが、小金井・福生の町有地舗装工事が載っております。これが適切に管理運営がされているのかどうか、お尋ねをしておきたいというふうに思います。

　それから、次の12ページで交通安全という形から工事請負というふうなことで日向の人道橋の設置、既に工事が始まっているようですが、ここで200万円増額ということで、この点は、我々、たしか図面的なものは示されていないと思うんですが、国道を当然陸橋で渡し、多摩川沿いの方に、もう既に塔が建っているようですが、そこにつけて、また階段で下りるという、私の勝手な想像ですが、それが階段が上流側になるのか、下流側になるのか。もう反対側は当然多摩川、絶壁みたいな地形の所にそれが設置されるんだというふうに思いますけれども、この点の安全性。それから日向町営住宅が中心に活用される、このことはいいことだと思うんですが、高齢の方も、何世帯あるかわかりませんが、多くなっているのが現実だと思うんです。そういうことでこれがそういうお年寄りまでが、例えば先ほどの話の中に、鳩ノ巣駅の屋根をつけてほしいという声もありましたが、屋根つき的なものにするのかどうか。雨が降った時には傘を被って階段を下りたりするのには非常に不便的なものも感じられるかと思いますので、その点も十分お年寄りのことも考えた設計になっているかどうか。その階段の勾配等も十分な傾斜というんですか、急勾配でなくなだらかな階段に設置されるのかどうかということであります。

　それから、小さなことでありますが、21ページですが、古里診療所事業費ということで補正の金額は変わりないんですが、修繕費を削って備品購入費が載せられています。まさに小さな数字ですが、備品購入費の中にレントゲン撮影用増感紙って書いてありますね。レントゲンはどのくらい撮られているのかわかりませんが、この備品ですから町が負担しなければいけないのかどうか。これが何枚ぐらいで幾らという数字はわかりませんけれども、これらは町が負担すべき、私は、この撮影用紙の値段というのはわかりませんが、これは当然、町が出すべきじゃなくて経営者が出すべき予算ではないかなというふうに勝手な思いをするんですが、この点はどのような見解なのかということであります。

○副議長（鈴木　賢一君）　３項目ずつにしてください。

○14番（島崎　利雄君）　まだ、もう１回。24ページであります。秋川衛生組合の負担金が約400万円減額されておりますが、これはもう全体、全市町の中で利用が少なくなって、もう以前から問題になっていると思うんですが、今後どうしていくのかという問題もあります。その点でどのような対応策が検討されているのか。特に奥多摩も下水道ができつつありますが、まだまだという感じもあります。その点で、この組合協議会の中でどのような協議がされ、今後の見通しなどについてはどのようになられているのかということをお尋ねします。

　以上です。

○副議長（鈴木　賢一君）　企画財政課長。

○企画財政課長（加藤　一美君）　島崎委員のご質問にお答えいたします。

　私の方からは１点目の小金井及び福生の町有地の管理の状態でございますけれども、私ども職員が時折、両方の町有地に行きまして近隣地主さんへのあいさつ並びにごみや草刈り等を行っておりまして、今のところは良好な状態で管理ができております。以上です。

○14番（島崎　利雄君）　使ってないの、使ってるの。使用している人がいるのかどうか。

○企画財政課長（加藤　一美君）　また質問いただきましたので、お答えいたします。

　小金井につきましては、土地だけの管理でございまして、福生につきましては住宅が建っておりますけれども、現在、使用はしてございません。

○副議長（鈴木　賢一君）　地域整備課長。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　２番目のご質問にお答え申し上げます。

　日向人道橋につきましては、今年度と来年度、２カ年の事業計画で今、事業を進めている状況で、今年度につきましては下部工事ということで、まだ橋をかける前の基礎の部分を施工する予定で今発注しております。でき上がるものにつきましては、日向の国道を横断する部分、それから国道の歩道から上っていく部分と、それから横断してから日向の方に上るという斜面がありまして、今現在は国道から直線にまっすぐ上っている状況なんですけれども、歩道側からまず橋を横断するところまでは階段で上る予定でおります。その階段も自転車が通れる勾配ということで、通常の階段よりは緩い勾配で階段をつくる予定で考えております。

　それから、お年寄りの方も当然、自転車が上れるというか、手で押して上るような状況になりますけれども、お年寄りの方につきましても、やはり勾配が緩い形で上り下りできるということと、途中に休み、休憩というか、平らな部分を設けるというようなことで考えております。

　それから、渡りましてから、渡る部分については平らな状態で国道を横断するということで、渡りましたら、今現在、スロープで取り付けしておりますので、そのまま同じようなスロープのところへ取り付けるということで、そこから先、日向の人家までについては特に階段という予定は考えておりません。

　また、安全対策につきましては、道路構造基準に基づいて転落しないような高さの基準がありますので、その基準でやっております。

　また、屋根につきましては、来年度ということで、来年度事業としまして上部工事ということで橋をかけるんですけれども、そこについて、屋根につきましては、今のところ検討してはおりませんけれども、また今後、その状況に応じては検討はしていきたいというふうには考えておりますけれども。

　以上でございます。

○副議長（鈴木　賢一君）　福祉保健課長。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　私の方から、３点目でございます古里出張所の事業費についてご説明を申し上げます。

　古里出張所につきましては、基本的な修繕あるいは備品の購入等につきましては、運営していただいている医師との契約の中で、町で用意をするという取り決めをしておりますので、それに基づいて予算計上しているものでございます。

　以上でございます。

○副議長（鈴木　賢一君）　住民課長。

○住民課長（浜野　武雄君）　秋川衛生組合の分賦金の件なんですが、秋川衛生組合のし尿処理のプラントを運転するためには一定の固定費が毎年かかります。また、各市町村のし尿の投入量が割合が必ずしも順次減っていかないということで、奥多摩町の場合は下水道普及が若干他の市町村より遅れていますので、その関係で年々減額とはならない予定となっております。

　今後についてなんですが、起債の償還が前年21年度で完了しました。その後、耐用年数が26年ごろには来るということで、４市町村で今後勉強会を開いていこうということで、事務方では考えております。単独で処理するか、あるいはまた引き続き組合として存続しながら施設を更新していくかということで、その辺が今後、決めていかなければならないと思っております。

　以上です。

○副議長（鈴木　賢一君）　福祉保健課長。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　大変失礼いたしました。先ほどご質問の古里診療所でございます。私、古里診療所のつもりで申し上げたんですけれども、失礼いたしました。

　備品につきましては、レントゲン用の撮影の増感紙ということでございますけれども、さっき申し上げたとおり、備品等については私どもでご負担を差し上げるという取り決めになっておりますので、それに基づきまして増感紙についても町で負担をするということでございます。

　以上でございます。

○副議長（鈴木　賢一君）　ほかに質疑ございますか。11番師岡　智委員。

○11番（師岡　　智君）　小さなことなんですけれども、33ページに、先ほど教育課長の方から説明の中に備品購入でピアノの除湿機の購入というのがありました。これは金額的なことを私は言っているわけじゃありませんけれども、ピアノを置くような講堂であるとか体育館というのは非常に私はしけるところだと思うんです。かなり高価なものを置いてありますので、この除湿機のちょこっとしたぐらいの物を置いておく程度のもので本当にこういったことができるのかどうか。私は、本格的にやっぱりこれはちゃんとした管理すべきものであろうと。高価なものだと思いますので、そしてやはりあれは毎年、多分調律もしていると思いますけれども、やはり非常に微妙な旋律のものでございますので、簡単な家庭の除湿程度のもので果たしていいのかどうか、これわかりませんけれども、これ、もしそうであるとすれば、私は、ここだけに限らずほかでも似たようなところがあるのかなと思いますので、もう少しよく調査した上で、私は、完全な管理をすべきだと思いますので、金はかかっても私はいいと思います。ピアノなんて安いものじゃありませんので、そういったことを是非これについては、もしそういうことがあればもうちょっと検討されても私はよろしいのかなと思いますけれども、いかがお考えかなということが１点。

　それから、次の35ページにあります、今回、何か民芸模型の移転工事を、今、山ふるにあるやつを今度は青目立不動の方に移すということだそうで、あれは何か町内の古い大工さんがつくられたということで非常によくできて、民芸品という形で以前はダムのところにあったわけですけれども、それが今、山ふるに行っているんだと思いますけれども、これらを持ってくることによって実際に奥多摩のあれはどういったあれで、民家という形で通っているんだと思いますけれども、青目立不動あたりにどこか置き場所があるのかどうか。かなり大きな物だったと思うんですけれども、実際これの管理というのは、私は果たしてどういうものなのかということで、これをやはりつぶすのは簡単だと思うんですけれども、果たしてこれを管理すべきものなのかどうか、もう一度検討されてもいいんじゃないか。文化財の審議会の方とかいろいろいらっしゃいますのであれなんですけれども、あそこの旧奥平邸などもそんな広い場所じゃないと思いますけれども、そういった置く場所があるのかどうか、その辺をひとつご検討いただけてもいいのかなという気がしますけれども、何か考えがありましたら。

○副議長（鈴木　賢一君）　教育課長。

○教育課長（井上　永一君）　11番師岡　智委員のご質問にお答えいたします。

　まず、１点目のピアノの除湿機の関係でございますけれども、氷川中学校、ご存知のように大変日当たりも悪くて、校舎、体育館等大分しけるというようなことで、今言われたピアノについては大変高価なもので、調律に来た時に、やはり時々状態が悪くなるというような中で、いろいろ対策を考えている中なんですけれども、全体的なものよりも、まずピアノを、除湿の物を置くことによって通常の状態で弾くことができるということでしたので、当面、ピアノにつきましては除湿機で対応していきたいと。

　また、今、校舎の中もここ12月の初めごろは大分暑いというようなことで、大分湿気が出て、校舎内の廊下が水浸しになるというようなことで、そこら辺は来年から実施いたします木質化等によって対応を図っていきたいというふうに考えているところですけれども、体育館につきましても若干調査させていただきまして、今後の対応等取れるようでしたら対応を図っていきたいというふうに考えております。

　２点目の民家模型でございますけれども、これ、今、委員おっしゃられたように郷土資料館をつくった当時に、１階部分については郷土芸能コーナー、２階部分に山村民具のコーナーということで展示したわけですけれども、民具だけ展示したのではインパクトが弱い部分があるということで、それなら昔あった民家を再現した模型を置いたらどうかということで、地元の大工さんたちが中心になってつくったものでございます。その後、今、山のふるさと村の方に移転しておりまして、ここで都の環境局の方から移設してほしいという話があったときに、ある程度見せるという役目も終えたので、取り壊してもいいのではないかというような意見も確かにございましたけれども、やはりあれだけきちんと縮尺を取って昔の民家を再現したものということですので、やはりそれをそのまま保存できるのであれば、そのまま残していろいろな方に見ていただきたいということでございまして、模型自体は縦３メートル、横が５メートル、高さ３メートルということでございます。

　今回、移設を考えている場所につきましては、青目立不動尊の入り口の長屋門の東側、氷川側というんですか、そこに大きなイチョウの木があったんですけれども、イチョウの木が中が大分腐って危険であるということで、そのイチョウの木を伐採して、今、そこは広くなっております。ただ、そこに設置して四方を全部見られるという状態ではないんですけれども、１面をつぶして３方向から見るという形で設置が可能であるということ。また、そこに雨よけの屋根ですとかそういうものを整備して、今、長屋門に展示してある古い山村生活用具等を含めて、昔の民家の模型も見ていただければいいのではないかというようなことから、そちらに移設をしたいというふうなことで予算を計上させていただいたものでございますので、ご理解をいただきたいと思います。

○副議長（鈴木　賢一君）　ほかに質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第75号の歳出の質疑並びにすべての質疑を終結します。よって、これより採決します。

　日程第３　議案第75号について、原案に賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○副議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第75号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、議案第76号の質疑を行います。質疑があればお願いします。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。以上で議案第76号の質疑を終結します。よって、これより採決します。

　日程第４　議案第76号について、原案に賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○副議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第76号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、議案第77号の質疑を行います。質疑があればお願いします。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。以上で議案第77号の質疑を終結します。よって、これより採決します。

　日程第５　議案第77号について、原案に賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○副議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第77号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、議案第78号の質疑を行います。質疑があればお願いします。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。以上で議案第78号の質疑を終結します。よって、これより採決します。

　日程第６　議案第78号について、原案に賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○副議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第78号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、議案第79号の質疑を行います。質疑があればお願いします。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。以上で議案第79号の質疑を終結します。よって、これより採決します。

　日程第７　議案第79号について、原案に賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○副議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第79号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、議案第80号の質疑を行います。質疑があればお願いします。11番師岡　智委員。

○11番（師岡　　智君）　病院関係でございますけれども、大変皆さんがご努力していることに私も常々感謝しておりますが、大概今までの例でいきますと、病院会計の補正ですと必ず外来者、入院患者減によって数字を落としていることが多いんですけど、今回どういうことなのか、入院患者が増えている。260名から増えているわけでございますが、いいことですが。私は、いいことと思いますけれども、これは事務長、どういうことを見込んでこんなに増える予定なんですか。

○副議長（鈴木　賢一君）　病院事務長。

○病院事務長（川村　文雄君）　11番師岡委員のご質問にお答えいたします。

　昨年までの実績でいきますと、入院患者、若干増えてございます。そして、外来患者につきましては、若干ではございますが、減りつつあります。この減っている主な理由としては、人口の減や来訪者の減によるものかと思いますが、入院なさる患者様につきましては、若干ではございますが、増えてございます。今回の補正でも、当初25人だったのを26人というふうに改めさせていただいております。

以上でございます。

○副議長（鈴木　賢一君）　ほかに質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。以上で議案第80号の質疑を終結します。よって、これより採決します。

　日程第８　議案第80号について原案に賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○副議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第80号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　以上で本日の日程はすべて終了しました。

これをもって連合審査会を閉会とします。長時間ご苦労さまでございました。

午後１時30分　閉議・閉会

　地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。

　　　　　　　　奥多摩町議会副議長
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